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新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
６
月
２
５
日
（
日
）

１
２
時
か
ら
第
２
１
回
定
期
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
新
潟
市
・
東
映
ホ

テ
ル
に
は
、
委
員
・
７
６
名
（
葬
祭
な
ど
で

３
名
が
欠
席
）、
来
賓
・
講
演
者
７
名
、
支
部

Ｏ
Ｂ
会
担
当
６
名
、
役
員
９
名
の
計
９
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
総
会
は
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成
２
０
周
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
記
念
の
総
会
と
し
、
１

部
・
総
会
、
２
部
・
記
念
講
演
、
３
部
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
の
３
部
構
成
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

議
長
に
は
新
津
支
部
・
佐
々
木
委
員 

総
会
は
最
初
に
昨
年
度
亡
く
な
っ
た
会
員

の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
沖
田

副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に
新
津
支

部
の
佐
々
木
委
員
を
選
出
、
最
初
に 

     

山
崎
会
長
の
挨
拶
、
続
い
て
来
賓
の
皆
さ

ん
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
役
員
側
よ
り
経
過
と
方
針
、
会
計
報

告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
、
予
算
案
、
運
営

規
則
の
一
部
改
正
（
地
本
事
務
所
移
転
に
伴

う
住
所
変
更
）
の
提
案
を
行
い
、
５
名
の
委

員
よ
り
発
言
を
受
け
、
本
部
、
地
本
の
答
弁

と
高
橋
事
務
長
の
総
括
答
弁
が
な
さ
れ
、
提 

発
言
要
旨 

直
江
津 

野
崎
委
員 

 

ボ
イ
コ
ッ
ト
、
組
織
破 

壊
攻
撃
が
吹
き
荒
れ
た
当 

時
地
本
の
幹
事
だ
っ
た
。 

再
建
し
、
今
日
を
迎
え
ら
れ
感
慨
深
い
。
共
謀
罪

の
成
立
な
ど
厳
し
い
が
、平
和
を
求
め
る
と
と
も

に
楽
し
い
Ｏ
Ｂ
会
活
動
に
し
て
い
こ
う
。 

新
津 

小
林
委
員 

 

組
織
破
壊
を
克
服
し
て
来 

て
今
日
が
あ
る
。
新
津
は
大 

き
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
が 

、
会
員
が
４
０
名
弱
ま
で
回 

復
し
た
。
そ
の
過
程
で
サ
ー 

ー
ク
ル
の
重
要
性
を
感
じ
た
。サ
ー
ク
ル
活
動
を

活
発
化
し
よ
う
。 

新
津
製
造
所 

酒
井
委
員 

エ
ル
ダ
ー
雇
用
時
、
エ
ル 

ダ
ー
に
対
す
る
取
組
み
が
弱 

く
不
満
を
感
じ
た
。
活
動
家 

だ
っ
た
組
合
員
で
も
Ｏ
Ｂ
会 

に
加
入
し
な
い
実
態
が
あ
る
。支
部
で
加
入
対
策

会
議
を
開
け
な
い
か
。 

長
岡 

大
久
保
委
員 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
「
お
花
見
会
」
に
新
加
入
の
２

名
が
参
加
し
て
く
れ
た
。こ
れ
は
数
度
に
わ
た
る

Ｏ
Ｂ
会
加
入
の
取
組
み
を
し
た
結
果
で
、参
加
者

全
員
で
歓
迎
し
た
。 

新
し
い
会
員
証
が
来
た
が
、「
要
ら
な
い
」
と 

言
わ
れ
た
り
非
常
に
不
満
の
残
る
会
員
証
だ
っ

た
。 

   

 

起
し
た
議
案
全
て
が
満
場
一
致
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 続

い
て
、
役
員
体
制

（
全
員
留
任
）
が
承
認
さ

れ
、
最
後
に
山
崎
会
長
の

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で

佐
々
木
議
長
の
ス
ム
ー

ズ
な
運
営
に
よ
り
成
功

裡
に
終
了
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の

指
示
を
受
け
取
り
組
ん

だ
「
沖
縄
支
援
カ
ン
パ
」

は
、
３
２
，
４
７
０
円
集

ま
り
会
場
で
本
部
に
手

渡
し
ま
し
た
。 

 

山
崎
会
長
挨
拶 

①
、
２
０
周
年
を
祝
い
た
い
。
Ｏ
Ｂ
会
員
と

そ
れ
を
見
守
り
育
て
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝

す
る
。
②
、
２
０
０
６
年
の
総
会
ボ
イ
コ
ッ
ト

を
は
じ
め
妨
害
、
組
織
破
壊
を
狙
っ
た
連
中
の

攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
屈
す
る
こ
と
な
く
、

組
織
は
大
き
く
回
復
、
前
進
し
て
い
る
。
③
、

三
つ
の
目
標
（
役
員
の
世
代
交
代
、
現
役
と
の

交
流
を
深
め
る
、
支
部
活
動
・
レ
ク
活
動
の
活

発
化
）
の
実
現
を
目
指
す
。
④
、「
共
謀
罪
」
の

強
行
成
立
や
「
壊
憲
」、
ま
た
物
価
上
昇
や
年
金

減
額
の
状
況
の
中
で
や
り
た
い
放
題
の
安
倍
一

強
独
裁
政
権
。
こ
れ
ら
を
打
破
す
べ
く
自
民
党

議
員
を
一
人
で
も
減
ら
す
取
組
み
を
展
開
し
よ

う
。
⑤
２
５
・
３
０
年
後
に
向
か
っ
て
「
健
康

で
元
気
で
楽
し
い
Ｏ
Ｂ
会
」
目
指
し
、
生
涯
現

役
の
気
持
ち
で
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
進
め
る
。 
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就任挨拶・佐々木議長 

団結ガンバロー 

第 21 回定期総会 

結成 20 周年記念 
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持ち込んだことに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

た
の
で
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
処
理 

し
、
活
用
出
来
る
よ
う
価
値 

を
高
め
て
配
布
し
た
。 

「
戦
争
さ
せ
な
い 

９
条
壊 

す
な
」
長
岡
総
が
か
り
行
動 

実
行
委
員
会
の
提
起
す
る
ス 

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
集
会
に
９
条
連
と
し
て
参
加

し
て
い
る
。
地
域
で
の
共
同
行
動
を
強
化
し
よ

う 

新
潟 

田
中
委
員 

２
０
０
６
年
、
ヤ
ジ
と
怒 

号
の
総
会
だ
っ
た
。
仲
間
を 

対
立
抗
争
に
巻
き
込
ん
だ
こ 

と
に
怒
り
を
覚
え
る
。
よ
く 

ぞ
こ
こ
ま
で
再
建
で
き
た
こ
と
に
感
慨
深
い
。

高
齢
に
な
れ
ば
誰
で
も
確
実
に
「
認
知
症
」
に

な
る
。
た
だ
生
前
中
に
発
症
す
る
か
し
な
い
か

の
違
い
で
し
か
な
い
。
健
康
に
注
意
し
、
元
気

に
Ｏ
Ｂ
会
活
動
を
展
開
し
よ
う 

以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

＝ 

柏
崎
刈
羽
原
発
差
し
止
め
訴
訟 

＝ 

第
１
９
回
口
頭
弁
論
報
告 

５
月
１
８
日
、、
新
潟
地
裁
（
西
森
祭
裁
判
長
）

で
第
１
９
回
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
メ
ー
ン
は
２
月
１
４
日
に
発
覚
し
た

免
震
重
要
棟
耐
震
虚
偽
説
明
問
題
で
、
あ
ら
た
め

て
東
電
の
隠
蔽
体
質
と
柏
崎
刈
羽
原
発
の
重
大

事
故
対
策
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
す
。 

「
基
準
地
震
動
に
耐
え
ら
れ
な
い
免
震
重
要

棟
は
重
大
事
故
等
で
の
使
用
は
許
さ
れ
な
い
」
と

の
規
制
委
員
会
の
意
向
に
、
従
来
「
震
度
７
ク
ラ

ス
で
も
支
障
が
無
い
」
と
主
張
し
て
い
た
東
電
は

争
う
こ
と
な
く
免
震
重
要
棟
の
使
用
を
断
念
し

た
の
で
す
。 

東
電
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
５
号
炉

建
屋
３
階
に
「
緊
急
時
対
策
所
」
の
設
置
を
主
張

し
て
い
る
が
、
福
島
事
故
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
て

い
な
い
代
物
な
の
で
す
。 

福
島
第
１
で
は
運
転
停
止
中
だ
っ
た
４
号
機

も
水
素
爆
発
を
起
こ
し
た
。
そ
の
４
号
機
と
同
じ

場
所
に
「
緊
急
時
対
策
所
」
を
求
め
て
お
り
、
と

て
も
安
全
と
は
言
え
な
い
場
所
な
の
で
す
。 

こ
の
免
震
重
要
棟
や
５
号
炉
緊
急
時
対
策
所

の
問
題
に
加
え
て
、
荒
浜
側
防
潮
堤
が
地
震
に
よ

る
液
状
化
で
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で

す
。
大
地
震
の
後
に
大
津
波
が
来
ま
す
。
だ
か
ら

防
潮
堤
の
役
割
が
果
た
せ
ま
せ
ん
。
欠
陥
、
問
題

山
積
の
こ
の
原
発
は
止
め
る
し
か
な
い
の
で
す
。 

次
回
の
口
頭
弁
論
の
予
定
は
、
８
月
１
日
で

す
。 

投
稿 

Ｆ
・
Ｔ 

新役員体制（全員留任） 

役職名   氏  名  所 属 

会 長   山崎 次男 新 潟 

副会長   細谷 邦彦 直江津 

〃    沖田 晴夫 長 岡 

〃    渡辺 文弘 新 潟 

事務長   高橋 信吾 新 潟 

事務次長  清田 正治 新 潟 

〃   木村  満 新 潟 

会計監査員 渡辺 忠男 新 潟 

〃   入澤 良一 長 岡 

本年度も宜しくお願いします 

  

 

新
加
入
さ
れ
た
会
員
（
全
員
エ
ル
ダ
ー

組
合
員
）
で
す
。
会
員
み
ん
な
で
歓
迎
し

ま
す
。
健
康
で
、
元
気
に
、
楽
し
く
Ｏ
Ｂ

会
活
動
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う 

加
入
月 

 

氏 
 

名 
 

 

所
属 

５
月 

海
津 

善
明
さ
ん 

新
潟 

〃 
 

竹
内 

信
宏
さ
ん 

新
潟 

 

６
月 
相
田 

和
彦
さ
ん 

新
津 

〃 
 

小
野
沢 

明
さ
ん 

新
潟 

〃 
 

山
際 
勝
美
さ
ん 

新
潟 

〃 
 

石
川 
富
一
さ
ん 

新
潟 

 

記
念
講
演 

近
藤 

正
道
氏 

「
安
倍
の
暴
走
と
私
た
ち
の
民
主
主
義
」 

 

第
２
部
・
記
念
講
演
は
、
元
参
議
院
議
員

で
あ
り
、
現
在
弁
護
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
、
近
藤
正
道
氏
よ
り
表
題
の
内
容
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

講
演
は
、
特
定
秘
密 

保
護
法
や
安
保
法
、
そ 

し
て
共
謀
罪
法
を
強
行 

成
立
さ
せ
、
政
治
を
私 

物
化
（
加
計
問
題
な
ど 

）
し
、
暴
走
を
続
け
る 

安
倍
首
相
の
実
態
、
特 

に
「
共
謀
罪
」
は
、「
国
家
が
大
衆
運
動
弾

圧
の
武
器
を
手
に
入
れ
る
も
の
」
と
狙
い
を

明
ら
か
に
し
、
運
用
を
監
視
、
廃
止
を
求
め

て
た
た
か
お
う
。
更
に
は
、
安
倍
政
権
の
「
改

憲
」
の
中
身
に
ふ
れ
、
戦
争
政
策
と
民
主
主

義
破
壊
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め
に
声

を
挙
げ
続
け
よ
う
。
そ
の
為
に
野
党
共
闘
プ

ラ
ス
市
民
の
統
一
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
、

分
か
り
易
く
説
明
、
今
後
の
私
た
ち
の
活
動

に
生
か
す
内
容
で
、
２
０
周
年
に
相
応
し
い

講
演
で
し
た
。 

 

第
３
部
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

緊
張
し
て
い
た
１
部
、
２
部
を
終

え
、
喉
も
乾
き
っ
た
こ
ろ
、
第
３
部
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。 

高
橋
事
務
長
の
司
会 

で
始
ま
り
、
山
崎
会
長 

挨
拶
の
後
、
歴
代
会
長 

（
小
林
寛
一
氏
、
渡
部 

良
司
氏
）
よ
り
挨
拶
を 

受
け
、
小
林
氏
の
「
乾 

杯
」
の
音
頭
で
祝
宴
が 

開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
お
酒
を
注
ぎ
合

い
、「
昔
の
思
い
出
」「
苦
労
し
た
こ
と
」

「
戦
争
政
策
を
憂
い
て
い
る
こ
と
」

「
近
況
と
健
康
に
関
し
て
」
等
々
、
盛

り
上
が
り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が

大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

以
上 

 

 

 
 

ご
来
賓
の
皆
さ
ん 

本
部
Ｏ
Ｂ
会 

渡
部
副
会
長 

伊
藤
事
務
局
長 

地 

本 

中
田
委
員
長 

県
退
職
者
連
合 

早
川
会
長 

佐 

藤 

県
議
会
議
員 

支 

社 

増
井
勤
労
課
長 

挨拶する歴代会長 


